様式Ｓ－１－８　応募内容ファイル（添付ファイル項目）
基盤Ｃ（一般）－１
	研究目的
本欄には、研究の全体構想及びその中での本研究の具体的な目的について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述した上で、適宜文献を引用しつつ記述し、特に次の点については、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。（記述に当たっては、「科学研究費補助金（基盤研究等）における審査及び評価に関する規程」（公募要領６２頁参照）を参考にしてください。）
①　研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）
②　研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか
③　当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

	研究目的（概要）※ 当該研究計画の目的について、簡潔にまとめて記述してください。
本研究の目的は、現在のアフリカ妖術研究の定説の蓋然性を実証的な資料にもとづいて検証することにある。植民地化と脱植民地化によってアフリカの妖術信仰は質的に変化したのか、あるいは量的な変化や道具立ての変化にすぎないのか、検証に適していると思われるウガンダにおけるフィールドワークにもとづいて実証的に検証する。近年アフリカの妖術研究を席巻するコマロフ夫妻の仮説は、植民地化とそれに続く脱植民地化といった時期に顕在化した千年紀資本主義による貧富の格差が妖術信仰を激化させる温床である、というものである。またゲシーレも地域差を認めつつも資本主義の浸透と近代国家の成立が格差拡大を生み、妖術の活性化に一役買っているとする立場を打ち出している。コマロフ夫妻やゲシーレなどその理論的随伴者の扱ったものとは異なった条件を示す調査地も選んで概してマクロな視点で展開している仮説を、ミクロな視点から検証するのが本研究の目的である。

	①　研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）
　アフリカ妖術研究は、近年二つの軸に沿って展開している。一つの軸はポスト・アパルトヘイトの南アフリカにおける事例にもとづいてコマロフ夫妻（Commaroff&Commaroff 1993,2001）が提唱するスキームである。近代化と脱植民地化そしてアパルトヘイトからの脱却に伴う政策の帰結である「千年紀資本主義」の浸透による世代間などの貧富の格差と階級間格差の拡大が、妖術の質を変え、妖術にまつわる、とりわけ暴力的な事件の温床となっているという。ザイオニスト教会での儀礼は、この状態をローカルな視点から「飼い慣らす」ための抵抗の側面をもつという。このスキームで妖術を分析する追随者は多いが、それぞれが分析対象とする社会は急激な社会変化を経験した特徴的な社会がほとんどで、しかも教団やカルトなど集合的な社会の動態に焦点が絞られている。いくつか例を挙げると、ニジェールのボリ憑依カルト（Masquelier 1933）、急激に都市化の進んだ進んだナイジェリア（Bastian 1993）、かつて銅で繁栄したザンビアのンゴニ社会（Auslander 1933）などである。
いまひとつの軸は、カメルーンにおけるフィールドワークによる資料からゲシーレが提唱するいわゆるモダニティ論である（Geschiere 1997）。ゲシーレによれば、カメルーンにおいて資本主義の浸透と近代国家システムの導入は、そこに資本が蓄積されるエリート層を形成し、貧富の格差の増大を生んだ。この現象は、カメルーンのマカの人々にとってはエリートが妖術を使って富を蓄積したと考えられた。このように、妖術はモダニティのなかでむしろ活気づいてくる、とゲシーレは説く。ゲシーレの調査したカメルーンのマカ社会は、資本主義が浸透してもなお、切断されえない血縁関係が妖術を媒介とする関係として維持されていた地域だった。そこでの妖術告発は、エリートを巻き込んだモダンな社会問題を次々と生み出したのである。一方アフリカ歴史学の泰斗レンジャーは、これらのメタレベルでの分析にこだわりすぎると妖術の本質を見失ってしまうと警告し、安易に脱植民地化やグローバル化に妖術を結びつけることの可否を問う（Ranger 2007）。近藤（2007）、出口（2007）にみられるようにこれらのマルクス主義的仮説に理論的に疑義を差し挟む論者もあらわれているが、実証的には検証されてはいない。この二つの立場は当該分野の研究では依然として無視できない仮説であることは間違いがない。さてゲシーレは同じカメルーンでも、西部カメルーンでは、妖術の力が王権にコントロールされ、マカのような新しい妖術が認知されない事例を報告している。この報告から申請者は、王国がかつて西部および中央部に複数存在し、しかも東部および北東部には、カメルーンのマカ社会のような分節リニイジを統合原理とするナイル系民族が分布し、またなおかつ近年ペンテコステ派の教会が急速に勢力を伸ばしつつあるウガンダでの調査が、これらの仮説の蓋然性を検証するのに適切であると着想するに至った。

	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－２
	研究目的（つづき）
②　研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか
コマロフやゲシーレの理論には、以下の弱点がある。（１）妖術を不平等の拡大など特定の社会状況だけに関連づけて説明しようとする点、（２）資本主義の浸透に伴う格差拡大が妖術の増殖の原因であるという因果関係の証明の不足、（３）妖術が喚起するはずの個人の不幸の解釈を考慮せずにひとしなみに一枚岩の一つの階層としてのみ現地の人々を取り扱い、さらに教会内部の儀礼など特殊事例に対象を絞っている点、（４）植民地化と脱植民地化以前があたかも閉鎖された伝統文化の純粋培養であるかのようにみて、それ以前の異種混交を過小評価している点などである。これらに対応して、（ⅰ）社会状況が異なる複数の調査地における調査（ゲシーレの報告を検証するためにも王国の影響が強い地域を含む）、（ⅱ）資本主義の影響が著しい都市部と相対的に影響が弱い農村部とで妖術の増大や激化の程度や質に差が認められるかどうか検証する調査、（ⅲ）個人の不幸の出来事の解釈に焦点を絞り、ミクロな視点からの妖術の分析（その際ペンテコステ派教会の構成員の特徴との差異を十分に勘案したうえで比較検討する）、そして（ⅳ）植民地化（ウガンダの場合保護領化）以前の状況を十分に視野に入れた調査が必要である、というのが申請者の見解である。従って、（１）資本主義の影響が最も強い首都カンパラ、（２）資本主義の影響がさほど強くない農村地帯、（３）王国の権威が影響力を持つ旧王都付近、（４）分節リニイジが統合原理となっている牧畜民居住地域（ウガンダにおいては具体的にはカラモジャ平原）などの比較参照点をもうけてフィールドワークを行い、資本主義の浸透の度合いを参照しつつ、それぞれの地域で起こった妖術告発事件など妖術に関連する事件の資料を蒐集する。併せて当該地域でのインタビューをもとに妖術の質的変化が現地の人々にとって実感を伴うものであるかそれぞれの事件についてミクロな視点から検討する。二つの仮説はあまりにマルクス主義的で、人々の生を一枚岩の階級論的な存在としてしか扱っていないという欠点があると考えるからである。さらに、保護領時代の文書などから保護領時代の妖術にかかわる事件の実態を再現して、コマロフ夫妻やゲシーレのスキームが調査地においてどの程度蓋然性を持ちうるかを検討する。
③　当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義
　本件について実証的な資料にもとづいた批判は行われていない。また学説史的には、二つの仮説が現れる以前の妖術研究に立ち返って、出来事を当事者の解釈や認識に立ち戻って（たとえばEvans-Pritchard 1937）考察しようとする点に特徴がある。それぞれの社会の特質と、二つのスキームの蓋然性の程度が解明され、とりわけ資本主義の浸透の形態が社会の特質によって異なり、コマロフ夫妻の観察したポスト・アパルトヘイトの南アフリカのザイオニスト教会が、千年紀資本主義のニッチだった特殊例であり、コマロフ夫妻とゲシーレのスキームはそれぞれの調査地にのみ適合するものでアフリカ全体の妖術をすべて説明するものではないとして相対化できれば、本研究の意義は十分了解されうるものと考える（もちろん全く逆の結論になる可能性もある）。
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基盤Ｃ（一般）－３
	研究計画・方法
本欄には、研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述した上で、平成２４年度の計画と平成２５年度以降の計画に分けて、適宜文献を引用しつつ、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。ここでは、研究が当初計画どおりに進まない時の対応など、多方面からの検討状況について述べるとともに、研究計画を遂行するための研究体制について、研究分担者とともに行う研究計画である場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割（図表を用いる等）、学術的観点からの研究組織の必要性・妥当性及び研究目的との関連性についても述べてください。
また、研究体制の全体像を明らかにするため、連携研究者及び研究協力者（海外共同研究者、科研費への応募資格を有しない企業の研究者、大学院生等（氏名、員数を記入することも可））の役割についても必要に応じて記述してください。

	研究計画・方法（概要）※ 研究目的を達成するための研究計画・方法について、簡潔にまとめて記述してください。
本研究計画では、妖術にまつわる事件についての新聞、雑誌、官報などの印刷物の収集と、現地調査での録音・録画などによって記録されるインタビューや歌などの言語資料の蓄積という二つの作業からなっている（補足的なものとして映像資料も蓄積する）。したがってウガンダと日本におけるライブラリーワークと、ウガンダにおける数カ所の比較参照点および首都カンパラにおけるフィールドワークが本計画の柱となる。フィールドワークにおいては、事前にウガンダ側の研究協力者（マケレレ大学・エドワード・キルミラ教授）をふくむウガンダ国における研究支援体制を構築し、質問項目の作成や調査地の選定に万全を期す。

	〔平成２４年度〕
平成２４年度年次計画（表のなかの丸数字はそれぞれの説明文に対応）

４月　５月　６月　７月　８月　９月　１０月　１１月　１２月　１月　２月　３月
（１）①日本でのライブラリーワーク
④日本でのライブラリーワーク
②現地情報収集と
研究打ち合わせ
フィールドワーク
⑤現地で得た調査資料の整理
と研究打ち合わせ
③質問項目の検討
⑥資料の質問項目へのフィードバック
文献資料の整理
文献資料の整理
（１）平成２４年４月～８月
①日本でのライブラリーワーク
国立情報学研究所データベース（Nacsis）やILL（図書館相互貸借）などを最大限に利用しつつ、一橋大学、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、慶應義塾大学、東京大学、天理大学、国立民族学博物館など、アフリカ関連文献が充実した国内研究機関における文献およびマイクロフィルム等の資料を蓄積する。あわせて利用可能な文献リストを充実させる。
②現地情報収集と研究打ち合わせ
調査地の治安や調査基地の設営も含め、ウガンダ北部、東部およびカンパラの現地情報を収集する。在ウガンダ日本大使館、日本学術振興会ナイロビ日本学術振興会ナイロビ研究連絡センター等から情報を得て治安状況をにらみながら調査を進める必要がある。あわせて、ウガンダ国における研究支援体制を整備する。これまで申請者とJICA国際協力事業団（現在は国際協力機構）の研究協力を実施したことのあるマケレレ大学人文社会科学カレッジ副学長エドワード・キルミラ教授、同学部アキレス・セワヤ講師、同大学文学部言語学科ジェーン・アルオ講師、同学部歴史学科オドイ・タンガ教授、１９９７年来申請者の研究の後援者である前ムバララ大学前学長ラファエル・オウォリ教授、１９９７年からの調査助手アディン・フランシス氏、２００２年から２０１０年まで申請者の調査助手を務めたポール・オウォラ氏、マイケル・オロカ氏らと連絡を取り、研究完了まで支援が期待できる支援チームを組織する。

③質問項目の検討と調査地の選定
現地でフィールドワークを実施する際の質問項目を検討する。フィールドワーク開始時にはマケレレ大学社会科学部において現地支援チームとともに妥当性について議論・検討し、より妥当性と蓋然性の高い項目を設定できるよう適宜見直しを行う。併せて、以下の条件に適合する調査地を選定する。選定すべき調査地は、（１）資本主義の影響が最も強い首都カンパラ中央部、（２）資本主義の影響がさほど強くない農村地帯（これまで調査してきた東部トロロ県を候補とする）（３）王国の権威が影響力を持つ旧王都付近（ブガンダ王国の中心であるメンゴ周辺、ブニョロ王国の中心カルージカ宮殿付近を候補として検討）、（４）分節リニイジが統合原理となっているカラモジャの牧畜民居住地域（申請者の知己であるアドルフ・オウォラ神父の滞在するカーボー



	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－４
	研究計画・方法（つづき）
ン周辺を検討）。
（２）平成２４年９月～１０月
選定した地域においてフィールドワークを実施する。比較参照点とする調査地全体の現況を把握する。ペンテコスタ教会（候補のひとつはトロロ県のアゴラ精霊教会）での調査も実施。適宜インタビューを実施し、現地語で書き起こし、英語と対訳テキストを作成する。書き起こしと翻訳、およびデータの打ち込みを行う。併せて総合的な民族誌的資料として立体化させるための観察記録、画像、映像記録を集積する。また、マケレレ大学、国立文書館（エンテベ）など、ウガンダ国におけるライブラリーワークとデータベースにもとづく新聞記事の蒐集も適宜実施する。航路は、関西国際空港―ドバイ―エンテベ。なお万一治安上の問題でウガンダでのフィールドワークが困難になった場合には、首都カンパラあるいは周辺諸国、場合によってはアメリカやフランスなどに亡命・移住しているウガンダ人が多数存在することが確認されているので、情報提供者をそれらの地域に求める可能性もある。
（３）平成２４年１１月～３月
④日本でのライブラリーワーク
①で述べた日本でのライブラリーワークに準ずる作業。ただし、フィールドワークで得た知見をもとに、書誌検索のクエリをバージョンアップする。
⑤現地で得た調査資料の整理と研究打ち合わせ
上述②に準ずる。新しく得た調査資料の整理（インタビュー資料の整理、映像資料の編集を含む）。次年度現地ミーティングでフィードバックすることを視野に入れた整理を行う。
⑥資料の質問項目へのフィードバック
　新しい質問項目の検討。
〔平成２５年度〕
前年度と異なる点は、フィールドワーク時に現地ミーティングを開催し、前年度の資料、映像などを現地住民と検討し、フィードバックする機会をもうけるという点である。イギリスの文書館で保護領時代、あるいはそれ以前の実態を示す文書を確認するため、関西国際空港―ロンドン（ヒースロー）、ロンドン（ガトウィック）―エンテベの経路で往復。
平成２５年度年次計画

４月　５月　６月　７月　８月　９月　１０月　１１月　１２月　１月　２月　３月
日本でのライブラリーワーク
日本でのライブラリーワーク
現地情報収集と
研究打ち合わせ
フィールドワーク
現地で得た調査資料の整理
と研究打ち合わせ
質問項目の検討
資料の質問項目へのフィードバック
文献資料の整理
文献資料の整理
〔平成２６年度〕
平成２６年度年次計画

４月　５月　６月　７月　８月　９月　１０月　１１月　１２月　１月　２月　３月
シンポジウムと補足調査にむけた資料の整理
および打ち合わせ
マケレレ大学でのシンポジウムと
補足調査
報告書原稿の執筆および打ち合わせ
報告書
刊行準備
刊行
平成２６年度は、最終年度であり、８月から１０月までの現地大学（マケレレ大学を予定）および調査地におけるシンポジウムを含むフィールドワークの準備のためにそれまでの期間を費やす（シンポジウムには協力者も出席）。シンポジウムと補足調査を経た後に最終的な報告書を１２月までにまとめ、３月に刊行。


基盤Ｃ（一般）－５
	今回の研究計画を実施するに当たっての準備状況及び研究成果を社会・国民に発信する方法
本欄には、次の点について、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。
①　本研究を実施するために使用する研究施設・設備・研究資料等、現在の研究環境の状況
②　研究分担者がいる場合には、その者との連絡調整状況など、研究着手に向けての状況（連携研究者及び研究協力者がいる場合についても必要に応じて記述してください。）
③　本研究の研究成果を社会・国民に発信する方法等

	①研究施設・設備は、神戸大学の施設・設備が使用可能である。ウガンダ国マケレレ大学社会科学部についても、施設供与を受けることを見込んでいるい。資料については、国内研究機関の資料は問題なく利用できる。図書館相互貸借システムの充実により、利便性は高くなったが、マイクロフィッシュなど一部の媒体の資料については直接足を運ぶ必要がある。
②研究協力者エドワード・キルミラ教授には、ウガンダ人研究者としての学術的意見はもちろん公開シンポジウムのマケレレ大学での開催に協力が期待される。2008年5月、2010年2月に来日時にも、2009年8月、2010年8～9月、2011年8～9月にウガンダに渡航した際にも、申請者の研究支援を約束してくれている。また、「計画・方法欄」で述べたように、初年度に支援チームを組織するが、そのほとんどのメンバーは、平成20年度までの申請者の「若手研究（B）」の支援者であったため、スムーズに本研究計画の支援に移行されるものと思われる。またカラモジャについては波佐間逸郎長崎大学准教授の助言を得る予定である。
③研究成果は、刊行予定の報告書のほか申請者のウェブサイト（ http://www2.kobe-u.ac.jp/~umeya/site01/）で順次公開する。また、神戸大学学術成果リポジトリKernelにおいても順次公開する。


	研究計画最終年度前年度の応募を行う場合の記入事項（該当者は必ず記入してください（公募要領１７頁参照））

本欄には、研究代表者として行っている平成24年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ今回再構築して本研究を応募する理由（研究の展開状況、経費の必要性等）を記述してください。（なお、本欄に記述する継続研究課題の研究成果等は、基盤C（一般）-8の「これまでに受けた研究費とその成果等」欄に記述しないでください。）

	研究種目名
	審査区分
	課題番号
	研　究　課　題　名
	研究期間

	
	
	
	
	平成　年度～平成24年度

	当初研究計画及び研究成果等
応募する理由



	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－６

	研究業績

本欄には、研究代表者及び研究分担者が最近５カ年間に発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち、本研究に関連する重要なものを選定し、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、発表年（暦年）毎に線を引いて区別（線は移動可）し、通し番号を付して記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。

また、必要に応じて、連携研究者の研究業績についても記入することができます。記入する場合には、二重線を引いて区別（二重線は移動可）し、研究者毎に、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり記入してください（発表年毎に線を引く必要はありません。）。

	発表年
	研究代表者

・分担者氏名
	発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

（以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線、連携研究者には点線の下線を付してください。）

	2011
以降
	梅屋　潔
	①梅屋　潔「私と「地域」とのおつきあい」『地域構想学研究教育報告』No.1、63-70頁、東北学院大学教養学部地域構想学科、査読無、2011年。

②梅屋　潔「ある遺品整理の顛末―ウガンダ東部トロロ県A・C・K・オボス＝オフンビの場合―」『国立歴史民俗博物館研究報告』第169集、査読有、頁数調整中。
③梅屋　潔「大湖地方の盛衰、牧畜民の移動―保護領以前の諸民族の動態―」「死者を葬る―農村の災いと死、そして施術師について―」『ウガンダを知るための53章』（吉田昌夫、白石壮一郎編）、明石書店、査読無、印刷中、頁数調整中。

	2010
	梅屋　潔
	④梅屋　潔「酒に憑かれた男たち―ウガンダ・アドラ民族における酒と妖術の民族誌―」『人＝間の人類学―内的な関心の発展と誤読―』中野麻衣子・深田淳太郎編著、はる書房、うち15-34頁、査読なし、2010年。
⑤梅屋　潔「佐渡ムジナと私、そして追悼クロード・レヴィ＝ストロース―「構造主義」からの落ちこぼれの証言―」『比較日本文化研究』14号、56-74頁、比較日本文化研究会、査読無、2010年

	2009
	梅屋　潔
	⑥梅屋　潔「ウガンダ・パドラにおける『災因論』現地語（Dhopadhola）資料対訳編」『人間情報学研究』第14巻、31-42頁、東北学院大学人間情報学研究所、査読有、2009年。

	2008
	梅屋　潔
	⑦梅屋　潔「ウガンダ・パドラにおける『災因論』―jwogi、tipo、ayira、lam の観念を中心として―」『人間情報学研究』第13巻、131-159頁、東北学院大学人間情報学研究所、査読有2008年。

	2007
	梅屋　潔
	⑧梅屋　潔「酒に憑かれた男たち―ウガンダ・パドラにおける『問題飲酒』と妖術の民族誌―」『人間情報学研究』第12巻、17-40頁、東北学院大学人間情報学研究所、査読有、2007年。

⑨梅屋　潔「アチョワ事件簿―あるいは「テソ民族誌」異聞―」『アリーナ』第4号、328-46頁、中部大学国際人間学研究所、査読なし、2007年



	連携研究者氏名

（所属研究機関・部局・職）
	発表論文名・著書名　等

（研究代表者及び研究分担者の研究業績として上欄に記載したものは記載しないでください。）

	
	


基盤Ｃ（一般）－７

	研　究　業　績（つづき）

	発表年
	研究代表者

・分担者氏名
	発表論文名・著書名　等

	
	
	

	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－８

	これまでに受けた研究費とその成果等

本欄には、研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科研費、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究の立案に生かされているものを選定し、科研費とそれ以外の研究費に分けて、次の点に留意し記述してください。

1 　それぞれの研究費毎に、研究種目名（科研費以外の研究費については資金制度名）、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入の上、研究成果及び中間・事後評価（当該研究費の配分機関が行うものに限る。）結果を簡潔に記述してください。（平成２２年度又は平成２３年度の科研費の研究進捗評価結果がある場合には、基盤Ｃ（一般）－９「研究計画と研究進捗評価を受けた研究課題の関連性」欄に記述してください。）
2 　科研費とそれ以外の研究費は線を引いて区別して記述してください。

	①平成２２年～２４年度、科学研究費補助金基盤研究（B）、現代アフリカにおける独裁者の虚像と実像に関する民族学的研究（研究代表者　阿久津昌三、梅屋は研究分担者）、5,700千円（平成22年度）。

ウガンダもと大統領イディ・アミン・ダダにまつわる事跡を窺うことのできる文献など資料収集。関係者へのインタビューの可能性を模索している。

②平成１８年度～２０年度、科学研究費補助金若手研究（B）、ウガンダ・アミン政権下における「大主教殺害事件」を巡るoccult的言説の研究（研究代表者）、3,500千円。

1977年にアミン大統領によって起こされた「大主教殺害事件」で粛清されたというオボス＝オフンビの出身村における妖術の言説を入手し、彼を題材にした歌と踊りを録音、録画した。また、生前のアルバムを何冊か複写することができ、IDカード（論文②で公開）、および日記（論文②で一部公開）や公文書を複写し得た（未公開）。平成14年度からの研究をより深めることができ、「研究業績」欄の2007年（論文⑧）、2008年（論文⑦）、2009年（論文⑥）、2010年の梅屋論文（論文④）として資料の一部を公表した。2011年（印刷中）の論文②も同様の資料に基づく。
③平成１４年度～１６年度、科学研究費補助金特別研究員奨励費、東アフリカ環ヴィクトリア・ナイル系「民族」の生成と失敗した戦略―オボス＝オフンビの生涯についての語りを通してみた微視的研究（研究代表者）、3,600千円。

それまで関心を抱いていた妖術・邪術の被害者としてオボス＝オフンビという人物をとりあげてその経歴を知り得た他、その遺族や近隣の人々の語りを通じてエリートに関する両義的な感情を知った。オボス＝オフンビ邸では、遺族の協力で生前のアルバムを2冊借り受け、複写することができた。資料の整理が難航してすべての資料は公表されていないが、この資料と研究成果の一部は2003年11月8日埼玉大学で行われた「集中セミナー現代アフリカの宗教と呪術」において「オカルトの近代？―ウガンダ東部＜パドラ＞におけるティポtipoとラムlam」として公表され（このシンポジウムは阿部年晴・小田亮・近藤英俊編『呪術化するモダニティ―現代アフリカの宗教的実践から』2007年、風響社のもととなった）、2011年刊行予定の梅屋論文②のもととなった。これらの研究は、平成18年からの「若手研究（B）」につながるものとなった。


	基盤Ｃ（一般）－９

	研究計画と研究進捗評価を受けた研究課題の関連性
  ・本欄には、本応募の研究代表者が、平成２２年度又は平成２３年度に、「特別推進研究」、「基盤研究（Ｓ）」、
「若手研究（Ｓ）」又は「学術創成研究費」の研究代表者として、研究進捗評価を受けた場合に記述してください。

  ・本欄には、研究計画と研究進捗評価を受けた研究課題の関連性（どのような関係にあるのか、研究進捗評価を受けた研究を具

体的にどのように発展させるのか等）について記述してください。

	

	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－１０
	人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照）

本欄には、研究計画を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。

なお、該当しない場合には、その旨記述してください。

	本調査研究は、人権および個人ないし集団の利益保護について十全な配慮したうえで実施する。具体的には、「日本社会学会倫理綱領にもとづく研究指針」（平成18年10月28日）等を参考にして、調査にあたっては研究の主旨を説明し、調査を拒否する権利があることを確認したうえで調査を実施する。また公表する情報の範囲を常に確認する回路を準備する。

情報提供者については、当然のことながらインタビュー前に書面ないし面接で研究の主旨を十全に理解してもらうこと、録音・録画前に許可を取ること、資料公開前には十分な説明のもと了解を得ることが前提である。従来も公表を希望しない場合には、居住地の所在や氏名を匿名としてきた。

またウガンダ国の個人情報その他についての法令は日本と異なることが想定されるので、研究協力者エドワード・キルミラ教授の紹介でウガンダ国の関連する法律に詳しい法律家を紹介してもらい、調査開始時に相談してコンプライアンス確保のためのガイドラインを作成し、ケースによっては相談しつつ取り扱い方法を決定する予定である。また、このガイドラインも毎年度の渡航時、および、資料の刊行準備時など適宜見直しを行う。


	研究経費の妥当性・必要性

本欄には、「研究計画・方法」欄で述べた研究規模、研究体制等を踏まえ、次頁以降に記入する研究経費の妥当性・必要性・積算根拠について記述してください。また、研究計画のいずれかの年度において、各費目（設備備品費、旅費、人件費・謝金）が全体の研究経費の９０％を超える場合及びその他の費目で、特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の必要性（内訳等）を記述してください。

	本研究では、初年度のパソコン購入費を除くと、フィールドワークとウガンダにおけるライブラリーワークのための「調査・研究旅費」が多くを占める。代表者が年に1回、一ヶ月程度滞在するための外国旅費としては、平成20年度まで若手研究費（B）で調査・研究した折の支出額から考えても、平成21年度、と平成22年度に研究分担者としてウガンダに渡航した折の支出から考えても妥当であると考える。「研究計画・方法」欄への記載通り、代表者および協力者のウガンダ国でのフィールドワークのほとんどはインタビューの書き起こしと翻訳してテキストを作成することに費やされるので、そのための翻訳、資料収集、および蓄積したデータの入力のための「謝金」がとくに重要で必要不可欠である。また、調査地のほとんどは、公共交通機関で結ばれていないので、「車両借り上げ」及び「調査基地借り上げ」が必要である。ただし最終年度は首都での作業が多くなることを予想して「調査基地借り上げ」は計上していない。協力者との連携をスムーズに行うための「会議費」（「その他」）を計上した。


基盤Ｃ（一般）－１１

（金額単位：千円）

	設備備品費の明細

記入に当たっては、基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。
	消耗品費の明細

記入に当たっては、基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。

	年度
	品名・仕様

（数量×単価）（設置機関）
	金　額
	品　　名
	金　額

	２４
	ノート型パソコン（パナソニックCF-S10EYPDR）
計
	228

228
	アフリカ妖術およびウガンダ関連文献

計
	100

100

	２５
	計
	0
	アフリカ妖術およびウガンダ関連文献

計
	150

150

	２６
	計
	0
	アフリカ妖術およびウガンダ関連文献

計
	30

30

	
	
	
	
	

	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


基盤Ｃ（一般）－１２
（金額単位：千円）
	旅費等の明細（記入に当たっては、基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。）

	年度
	国内旅費
	外国旅費
	人件費・謝金　
	そ　の　他

	
	事　項
	金額
	事　項
	金額
	事　項
	金額
	事　項
	金額

	２４
	研究打ち合わせ

計
	100
100
	調査・研究旅費

（ウガンダ）
計
	800
800
	翻訳

資料収集

データ入力
計
	100
100

100

300
	複写費

通信費

車両借り上げ費

会議費

調査基地借り上げ費
計
	20
10

200

10

30

270

	２５
	研究打ち合わせ

計
	100

100
	調査・研究旅費

（ウガンダ・英国経由）

計
	800

800
	翻訳

資料収集

データ入力

計
	100

100

100

300
	複写費

通信費

車両借り上げ費

会議費

調査基地借り上げ費

計
	20

10

200

10

30

270



	２６
	研究打ち合わせ

計
	100

100


	調査・研究旅費

（ウガンダ）

計
	800

800
	翻訳

資料収集

データ入力

計
	100

100

100

300
	複写費

通信費

車両借り上げ費

会議費

印刷費

計
	10

10

200

30

100

350

	
	
	
	
	
	
	
	
	


研究代表者のみ作成・添付

基盤Ｃ（一般）－１３

	研究費の応募・受入等の状況・エフォート
本欄は、第２段審査（合議審査）において、「研究資金の不合理な重複や過度の集中にならず、研究課題が十分に遂行し得るかどうか」を判断する際に参照するところですので、本人が受け入れ自ら使用する研究費を正しく記載していただく必要があります。　

本応募課題の研究代表者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費、（３）その他の活動、について、次の点に留意し記入してください。なお、複数の研究費を記入する場合は、線を引いて区別して記入してください。具体的な記載方法等については、研究計画調書作成・記入要領を確認してください。
①　「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等に必要となる時間の配分率（％）を記入してください。

②　「応募中の研究費」欄の先頭には、本応募研究課題を記入してください。

③　科研費の「新学術領域研究（研究領域提案型）」又は「特定領域研究」にあっては、「計画研究」、「公募研究」の別を記入してください。

④　所属研究機関内で競争的に配分される研究費についても記入してください。

	（１）応募中の研究費　　　　　　　　　　 

	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）


	研究課題名（研究代表者氏名）


	役割(代表・分担の別)


	平成２4年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)


	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

(研究代表者(又は拠点リーダー等のようにプログラム全体の研究費の受入研究者)の場合は、研究期間全体（又はプログラム全体)の受入額を記入すること)

	【本応募研究課題】

基盤研究（Ｃ）（一般）

（H24～H26 ）
	アフリカ妖術研究の理論を検証する―ウガンダの事例にもとづく微視的分析―
	代表
	1,798
(4,998)
	30 
	期間全体額：4,998（千円）

	
	
	
	
	
	

	研究機関名
	神戸大学
	研究代表者氏名
	梅屋　潔


研究代表者のみ作成・添付
基盤Ｃ（一般）－１４

	研究費の応募・受入等の状況・エフォート（つづき）

	（２）受入予定の研究費

	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）


	研究課題名（研究代表者氏名）


	役割(代表・分担の別)
	平成２4年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)


	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

(研究代表者(又は拠点リーダー等のようにプログラム全体の研究費の受入研究者)の場合は、研究期間全体（又はプログラム全体)の受入額を記入すること)

	科学研究費補助金・基盤研究（B）（海外学術調査）(H22～H25 )
	現代アフリカにおける独裁者の虚像と実像に関する民族学的研究（阿久津昌三）
	分担
	800

(9，579)
	10
	研究はマクロな視点から大統領としての個人、イディ・アミンの虚像と実像を人類学的に再構成しようとするものであり、ウガンダ数カ所をフィールドとして比較し、妖術にまつわる理論をミクロな分析から実証的に検証しようとする申請中の研究とは内容・視点が大きく異なっている。

	（３）その他の活動

上記の応募中及び受入予定の研究費による研究活動以外の職務として行う研究活動や教育活動等のエフォートを記入してください。
	60
	

	合計

（上記(１)、(２)、(３)のエフォートの合計）
	100

(%)
	






































